
平
成
二
十
一
年
四
月
に
設
置
さ

れ
る
市
立
保
健
所
の
基
本
構
想
骨

格
案
に
つ
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト（
意
見
募
集
）
を
行
い
ま

す
。
あ
な
た
の
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
い
た
だ
い
た
意
見
に
個

別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
が
、
意
見

の
概
要
と
本
市
の
考
え
を
整
理
し

て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
役
所
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
、
各
支
所
・
地
区

公
民
館
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

期
間
＝
１
月
４
日
貅
〜
２
月
５
日

豺

資
料
の
閲
覧
＝
市
役
所
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
、
各
支
所
・
地
区

公
民
館
、
に
ぎ
わ
い
観
光
課
、
前

橋
・
大
胡
・
宮
城
・
粕
川
各
保
健

セ
ン
タ
ー
。
ま
た
、
本
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
　
意
見
の
提
出

＝
所
定
の
用
紙
に
住
所
・
氏
名
・

意
見
を
記
入
し
、
各
閲
覧
場
所
へ

直
接
。
ま
た
は
、
〒
３
７
１
―
０

０
１
４
前
橋
市
朝
日
町
三
丁
目
三

六
―
一
七
・
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
（
２
２
３
―

８
８
４
９
）、
Ｅ
メ
ー
ル
（hoken_

yobou@
city.m

aebashi.gunm
a.

jp

）
○
…
問
い
合
わ
せ
は
前
橋
保
健
セ

ン
タ
ー
蕁
２
２
３
―
８
８
４
６
へ
。

□
市
国
民
保
護
計
画
策
定

市
国
民
保
護
計
画
の
策
定
に
つ

い
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
、
市

役
所
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
安
全

安
心
課
、
に
ぎ
わ
い
観
光
課
、
大

胡
・
宮
城
・
粕
川
各
支
所
の
情
報

提
供
コ
ー
ナ
ー
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
一
月
十
九
日
貊

ま
で
は
各
地
区
公
民
館
で
も
閲
覧

が
可
能
で
す
。
な
お
、
本
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
安
全
安
心
課

蕁
８
９
０
―
５
９
３
５
へ
。

□
情
報
公
開
条
例
と
個
人
情
報
保

護
条
例
の
一
部
改
正

情
報
公
開
条
例
と
個
人
情
報
保

護
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を

市
役
所
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
と
大

胡
・
宮
城
・
粕
川
各
支
所
の
情
報

提
供
コ
ー
ナ
ー
で
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
一
月
十
五

日
豺
ま
で
は
各
地
区
公
民
館
で
も

閲
覧
が
可
能
で
す
。
な
お
、
本
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
情
報
公
開
条

例
に
つ
い
て
は
行
政
管
理
課
蕁
８

９
０
―
６
５
３
３
、
個
人
情
報
保

護
条
例
に
つ
い
て
は
情
報
政
策
課

蕁
８
９
０
―
５
８
８
３
へ
。

５ 市役所の住所は〒371-8601 前橋市大手町二丁目12-1です

子
ど
も
た
ち
が
土
に
親
し
む

楽
し
さ
を
知
り
、
作
業
を
通
し

て
友
だ
ち
を
増
や
せ
る
よ
う
年

二
回
の
芋
掘
り
と
収
穫
祭
を
開

催
。
収
穫
祭
で
は
、
ま
き
で
焚

く
ご
飯
の
「
お
こ
げ
」
の
お
い

し
さ
に
び
っ
く
り
す
る
親
子
も
。

い
つ
で
も
住
民
同
士
の
あ
い
さ

つ
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
町

内
に
会
話
と
笑
顔
が
増
え
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は「
楽（
ら
く
）」。

自
治
会
や
団
体
か
ら
七
十
四
件
も

の
応
募
が
あ
り
、
審
査
会
で
厳
正

な
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
自
慢
大

賞
に
大
胡
町
自
治
会
「
八
坂
神
社

祭
暴
れ
獅
子
」、
自
慢
賞
に
国
領
町

二
丁
目
自
治
会
「
芋い

も

掘
り
と
収
穫

祭
」、
総
社
町
立
石
自
治
会
「
立
石

諏
訪
神
社
獅
子
舞
」
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
な
お
、
応
募
の
あ
っ
た
す

べ
て
の「
自
慢
」
は
、
本
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
。
ま
た
、
小
冊
子

に
ま
と
め
、
二
月
下
旬
に
自
治
会

や
小
学
校
な
ど
へ
配
布
し
ま
す
。

□
各
賞
に
選
ば
れ
た
「
自
慢
」

蘆
自
慢
大
賞

大
胡
町
自
治
会
「
八
坂
神
社
祭

暴
れ
獅
子
」。

蘆
自
慢
賞

国
領
町
二
丁
目
自
治
会
「
芋
掘

り
と
収
穫
祭
」、
総
社
町
立
石
自
治

会
「
立
石
諏
訪
神
社
獅
子
舞
」。

蘆
審
査
員
特
別
賞

南
町
二
丁
目
自
治
会
「
今
年
で

四
十
回
を
数
え
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
大
会
」、
上
佐
鳥
町
自
治
会「
第

二
十
回
上
佐
鳥
町
納
涼
祭
」、
東
片

貝
町
・
西
片
貝
町
自
治
会
合
同
「
片

貝
神
社
太
々
神
楽
の
舞
奉
納
例
祭
」、

上
泉
町
自
治
会
「
第
十
九
回
上
泉

町
納
涼
祭
」、
元
総
社
第
二
・
第
三
・

第
四
・
問
屋
町
自
治
会
合
同
「
牛

池
川
遠
足
・
ホ
タ
ル
祭
り
」、
上
細

井
町
自
治
会
「
奉
修
子
育
地
蔵
尊

守
護
攸ゆ

う

」、
南
橘
町
自
治
会
「
南
橘

町
納
涼
大
会
」、駒
形
町
自
治
会「
駒

形
町
上
町
の
祇
園
」、
大
前
田
町
自

治
会
「
大
前
田
町
交
流
会
」、
粕
川

町
膳
区
自
治
会
「
膳
城
跡
を
活
か

し
た
自
治
会
員
の
交
流
」。

広報まえばし　平成１８年１２月１５日号　４

多くの人でにぎわう弁天通りで代表者へ賞状を

毎年７月の最終日曜に行われる。暴れ獅子と
は巨大な獅子頭のことで、尻尾までの全長は８
襷にも。江戸時代、流行した疫病を駆除しよう
と、天王様と暴れ獅子が町を練り歩いたのが始
まりといわれている。総勢100人が交代で担ぎ、
家の前で上下に激しくもみながら、大胡地区を
回ってその年の厄を払う。

土
に
親
し
み
交
流
深
め
る

国
領
町
二
丁
目
自
治
会

「
芋
掘
り
と
収
穫
祭
」

自慢賞自慢賞

毎
年
十
月
に
行
わ
れ
て
い
る

諏
訪
神
社
の
秋
祭
り
で
奉
納
す

る
「
子
ど
も
獅
子
」。
境
内
だ
け

で
な
く
近
隣
で
も
披
露
さ
れ
る
。

親
か
ら
子
へ
、
子
か
ら
孫
へ
と

受
け
継
が
れ
三
百
年
の
歴
史
が

あ
る
。
地
域
の
活
性
化
と
繁
栄
、

元
気
で
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
の

礎
。
本
年
度
、
市
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
の
指
定
を
受
け
た
。

３００
年
続
く軈
子
ど
も
獅
子
軋

総
社
町
立
石
自
治
会

「
立
石
諏
訪
神
社
獅
子
舞
」

賞自 大慢
勇壮に町内を練り歩く
大胡町自治会「八坂神社祭暴れ獅子」

本
市
の
魅
力
を
再
発
見
し
広
く
紹
介
す
る
「
一

地
区
一
自
慢
」。
今
年
の
自
慢
大
賞
が
大
胡
町
自

治
会
の
「
八
坂
神
社
祭
暴
れ
獅
子
」
に
決
ま
り

ま
し
た
。
十
二
月
三
日
に
弁
天
通
り
で
行
わ
れ

た
表
彰
式
で
は
、
代
表
者
へ
高
木
市
長
が
賞
状

な
ど
を
授
与
。
こ
こ
で
は
各
賞
を
受
賞
し
た
「
自

慢
」
を
お
知
ら
せ
し
、
自
慢
大
賞
と
自
慢
賞
に

輝
い
た
取
り
組
み
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
政
策
課
蕁
８
９
０
―
６
５
１
０
へ
。

「楽」テーマに行われた

大賞は軆軆八坂 神社祭暴れ獅子躱躱に決まる
一地区一自慢各賞を紹介

保
健
所
設
置
の
意
見
募
集
と
３
案
件
の
結
果

皆
さ
ん
の
考
え
を
ま
ち
づ
く
り
に

結
果
の
公
表


